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つる市政 Topics

第21回都留市ふれあい全国俳句大会が開催
されました！！
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５
月
31
日（
土
）、
都
留
市
ま
ち
づ
く
り

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
21
回「
都
留

市
ふ
れ
あ
い
全
国
俳
句
大
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
、
全
国
各
地
の

俳
句
愛
好
家
、
高
校
生
・
大
学
生
か
ら
４
、

２
０
０
句
を
越
え
る
作
品
が
応
募
さ
れ
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
当
日
の

句
会
に
も
３
２
６
句
の
作
品
が
投
句
さ
れ

ま
し
た
。

■（左）詠んだ句を投句する当日参加者
　（右・中央）当日の席題「郭

かっこう

公」「短
みじかよ

夜」が発表されると、皆さん真剣な表情で取り組んでいました
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つる市政 Topics

市制60周年記念事業
「つる桜の名所づくり事業」～都留自然遊歩道桜植樹会～を開催しました！

　

５
月
25
日
、
都
留
市
楽
山
公
園
上

の
都
留
自
然
遊
歩
道
沿
い
に
、
市
制

60
周
年
を
記
念
し
、
つ
る
倫
理
法
人

会（
会
長 

小
林
清
哲
）と
市
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
１
０
０
本

の
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
つ
る
倫
理
法
人
会

が
企
画
し
た「
都
留
市
民
発
信
」に
よ

る
事
業
で
あ
り
、
本
年
度
は
、
市
制

60
周
年
記
念
事
業
と
協
賛
し
市
内
の

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
に
も
参

加
を
募
り
、
桜
を
親
子
で
植
樹
す
る

こ
と
に
よ
り
絆
を
深
め
、
今
後
の
子

ど
も
た
ち
の
成
長
と
桜
の
成
長
を
重

ね
る
こ
と
で
、「
ふ
る
さ
と
都
留
」へ
の

深
い
愛
着
を
願
い
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

と
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど
の
親
子
約
60

名
が
参
加
し
、
持
参
し
た
ス
コ
ッ
プ
で

子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
穴
を
掘
り
苗

木
を
植
栽
し
、
植
栽
後
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
れ
た
つ
る
の
水
を
苗
木
に
丁
寧
に

水
撒
き
を
行
い
、
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
桜

の
植
樹
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
契
機
に
、
楽
山
公
園
周

辺
を
都
留
の
桜
の
名
所
地
と
し
て
計
画

的
か
つ
大
々
的
に
植
樹
を
行
っ
て
い
く

こ
と
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
１
日
、
地
震
発
生
と
台
風
に

よ
る
土
砂
災
害
発
生
な
ど
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
大
地
震
や
台
風
、
ま
た
今

年
２
月
に
発
生
し
た
豪
雪
な
ど
、
大

規
模
な
災
害
が
連
続
し
て
発
生
し
、

災
害
時
の
対
応
が
私
た
ち
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

受
け
、
地
震
と
台
風
に
よ
る
複
合
災

害
を
想
定
し
て
の
市
災
害
対
策
本
部

設
置
・
運
営
訓
練
、
消
防
団
員
の
非

常
参
集
訓
練
、
地
元
住
民
の
避
難
訓

練
な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
東
桂
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
避
難
所
運
営

訓
練
で
は
、
東
桂
地
区
の
自
主
防
災

会
の
方
々
が
参
加
し
、
避
難
所
を
運

営
す
る
際
の
方
法
や
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
危
険
箇
所
の
確

認
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
た

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

防災訓練を実施しました！

■友だちやコーチ、親子一緒になってスコップとペットボトルを片
手にがんばっていました。参加者の皆さんおつかれさまでした。

■植樹後は、南都留森林組合に
下刈りしていただきました。


